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おめでた（出生）

叉胤ちゃん　　憲賀宰夫・千恵子さん

　　　　　　　　　松之由（志賀屡）

おくやみ（死亡）

樋欝　ミセさん　8＄歳　古　戸』（㌢霧五郎）

紺磁　幸1蔵さん　77歳　蝉　野（編石屋〉

高橋久吉さん　59歳茨水鶴（角　跳）
江欝　タケさん　79歳　瞥　根（漉　麗〉

蕩澤携吉さん67歳松之由（南　照）
保坂　フジさん　92歳　松之出（一の家〉

＊9月蝦から9月30賃までの層繊分です。

＊広報に載せてほしくない方は、届繊の時

紅窓獄にお謡ください．

　　　　　　　9月30臼現樫
総入口　3，ま07人（一4〉

　男1，506人（±0）

　女　工，6磁人（一4〉

鍵帯数　王，憩4潭（一2）

　　　（）内は餉月との比較

　町民憲章　昭鱗7縢
　わたしたちは松之山町民です。郷土を愛し、

　みんなでよりよい驚づくりをしよう。
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工、ブナの精が触れ合うように

　　　　　連体の心をもとう
歓湧きいづる湯泉のように
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欝
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薮
酋
無

89＄

奪，讐3＠

4，256

5，337

8、572

5，喋41

4，395

麟，繍2』

4，800

2，827

2，842

τ，793

3，679

2，038

2、遷93

難灘設緯欝麟震纒簸鶴、集灘腕設修繕簿739千円、農機糞購入慈鎌欝

鑛遣羅懸馨鷺欝醗網、薩群植穀管瑠26鞭濃麟織37鋳需

農遊難嚇襲簿28蘇円’

災鍵獲糠補勘齢アモ円、葉会漸修理537予円。農機購λ7＄千円、砺修費36モ霧

農簿．ξ氷遽維持管理25悉無樽、農機異・除雪機購入644千円、農薬購入50G干円、

・
．

讐内蕎麟動成380千円

各囲体・猛産総合補勤30（）孫湾、集落行事補助2欝畢縛

農道・水路維持管理384千円、花壇管理30モ縛、農薬購入468モ円

農道舗装775千円、農道整備叢業舞撮金補助489千円、農業施設維持管理裕§0千円
磯機具購入413千鱒、集落施設修繕500干内、農道等整備基金2947千円、

・がんぱ懲嬢還奎基金9958千穆、かんぱい事業運営費2063千鶴

雛
・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・難農道・水路維特管理簾鎗ヂ緯、禦観作物植栽絶0灘鶏、餓傭補助鎗0千円、農薬購入
200平円、農機異類購入鶏8千円、かんぱい償還金墓金5622帯需、その勉基金董（｝90

熱道・水路維持管理477千円、餐興体補働273千円、禰ワラ錨き叢み鋤成総6ヂ需

農叢承フ蘇蹄維持管理497『蔭薦、鏡奮灘霊維乎寺管理　等48干F…、薬濁施設改修等3▽O千円

農道・水路維捲管理465華門、農機婁等購λ236蚤霧、農遂整備基金7縁子鍔

農遊・水跳維持管理614季湧、集落内行事等補助τ烈干円

農道・水賂維持管理358千門、除雪機購入補助300千円、農道整備等基金5獣千円

農道・水1路維持管理96千円、共鶴除雪機購入基金308千円

農道・水跳維持管理283千円

水跳維持管理30千円、集会漸建設負撞金427千総

農遂補縷4§繋鴎．葉落施毅備贔鍛無総蕪麟擁機繋叢i欝灘灘糞灘罐灘i簸

　　　　　　　　　　　　　　　a648・』襲逡・灘整総金穣郭33癒瞬』』

　　　　　　　　　　　　　　　7鯉一農這綴購攣70千円、農道舗装700鵜國稀補脚40鍛磁醗徽一欝午円螺『

懲翻嚇驚三雲　　讐碁’一’，蒸瀞，㌘だ葉繋灘　紹顛鰍1・鳳．
蟻
．
∵

難・漣気．総☆“駕・．蝋鵬☆糠灘．、一無海、，…

灘蕪・

　　　　　　　噺　　　触　．1　　　　　ド　　　ぜ　ヤ
　瀞『、、撃蟻講転’

＾鋒’

’鎚難難噸　’・　ぜ

講籔警、、驚欝轡

　　　　　　　灘

灘講灘i馨軽

　　　　　　縣’、無

　　懲鱗謹

　　　
倉劉

勢を出してきた各地域の集落活性化対策

交
付
金
額
は

　
県
内
3
番
目

｛制度
が
目
指
す

基
本
と
は
？
・

　中海闘地直接支払鯛度が始まってから3年目になりました。

この翻度により松之山町に交付された金額（圏、県、町補助の総額）は、

　　　　平成肇2球度　屡億4千9薫30万円

　　　　平成給年度肇億4千9蒼20万湾
　　　　平成掻驚度　3億4午9蒼20万円（予定〉

となり、新潟県内で3番懲という趨額になります。

ここで、この舗度が目指しているものを再確認していただき、今後．

の事業推進の参考にしていただきたいと思います。併せて答地域1

の集落活動の取り総みを紹介します。

　　　　　　　　　　　　　　、轡蔀

麟農地の持つ公益的　　讐6

かつ鋤な機能舞
　を守ること。　　　鯵鑓
　　　　　　　　　　　　ゐ篭

ヌ鰍謙曝㈱繍隠難鱒麗解麟繍灘　駆欝瀞竃騰一’群騰臨　　』い

な蟹畿毒1轟勝慧灘縫ぎ難蒙ツ慧灘滲

　松之山晦のような中由閤地における農業の縷
い手不建や後継巻不是対策の一つとして、条件

不利地域における漸傷保障制度が考えられてき

1ました。しかし、ヨー0ッパのような鰯度を巣純
鐘に8本の綱度として当てはめることは難しく、
嚢　長らく実現できず‘1こいました。

穐犠鞭礪㌔　　　臓灘　　鵜　　蝋職　‡灘贈灘　　勲轍鑓弼　磁蝸藤』　　　　　　、轍時

婆

〆燃籍櫓繍灘蕪鄭灘魍撒灘灘鰹鰻騨憲鼎憩臓練灘轍購灘灘齢樫黙鰯　　騰零　　ヲ

霧憲鷲難叢雛欝奮難警慧の難
き　　この捌度が目指すもう一つの大きな目的は、箋
華落活動の璽視でず。簾落活動を活発にすることに　嚢

き
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　より農粒全体が活愛生化するという考え方から、そ　萎

　のために交付金の一部（国は葉／2以よと言ってい　鐘

　ます）を葉落活動に擬わなくてはならないとして　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヵ

霧いまず・　　　　　　　　　　　　　養
㌦購＿繍購燃燃燃欄鱗撚繍辮燃融懸灘顯臓鰍囎撒灘購驚鞭繍鍵

蒙

舞

嚢

嚢
麹

麟条件不利地域といわれる中山間地

　における農業生薩活動に対し交付

　金を支給し、耕作放漿地の拡大を

　防止すること。

篤　　　鴛齢　　思　　騰　　　鵬雌赦“，壇＾＾騎 煎　　　羅繍繍～繍葦　　　　瓢　　澱）冨野

　　　縷雛櫛公簸難綜養難

　そこで農地の捲つ多面的機能、つまり緑のダ

ムともいわれるヂ水源の確保」やヂ多様な生態系

の保全」に対して農地の果たしている役割に注

目し、それらを嘗ることと農業盗産を結びつけ

ることで勝得保障制度を実現させたわけです。

総無灘》鴛欝．曇、彰薄、，，罐夢謬

　鑛終的には農業生産畜（蓄理蓄・管運団体）に支

払われますが、髄に述べたような邊由で簗落全体

で取り絡むことが必要になることから、一豊纂落

代衷毯に対して支払われ、共飼取り絹みに使われ

る分を差し引いた後各農家に支払われます。

輸繍’購　　　灘　 煙　　隙　　　　繍瀬描燃　　　　　　 轍　　　　騰聯　　　　　罐爵㌔’

ダ
　灘．鞭購一欄燃購灘難　瀞　　　　　　　　　　　徽瓢醐織灘苗。湘撚卍　　x　　㎜鞘丼蹴購繊瀬獺　 憾繍鞭　繭翫燃・　　　　託蝉　　　　　購、織禰　 灘鮮　　　　　　　諏講帥紬　　　　飾

攣擦の勲灘慧
垂　　規在の制度は5奪間という朗間が建められています。これがさらに延長されるかどうかはまだわかり
1ま滋．鞍硫と1証の纐が灘の醐乙魍胤ているということで、その蘇が鋼朧監
嚢

馨　見える形になることが大窮だということです、そのために交付金の脊効な使い方が求められています。
辱』，＿撒繍欄購蹴網聯＿．騰鎌＿窟＿、灘轍撚獺灘職．　嚇　　　　　燃＿＿韓騰　戴群　繊麟　轟、灘　　　墨＿苫＿轟撚撫轍撮瑞一、椰＿購騨〆
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　昨年度募集した第玉麟松之山フォトコンテスト

展が、王O月慧欝から王4臼まで町厩体膏館で鯛催さ

れました。岡展承会はこれまで東窟・大阪・窟都・名

古∀屡の4大都市で闘催され、7，000人を超えるお客

様からご覧いただき好評を得ました。現荏第2織コ

ンテストの作離を募集しています。まだ誰にも簿ら

れていない松之山の魅力をぜひ発掘してください。
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　今年は町文化協会創立20周奪三という欝i

懲の奪であり、出演春も鰍年に増して熱の

入った芸を披露しました。午箭紛蒔の麺由

三蕊会長の挨拶に始まり午後2時の、L規

手歌舞伎終演まで、太鼓・舞踊・跳謡など27

の演目が次々に登場し．会場から盛んな拍

手を受けていました．
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1嚢黛学椀駅伝競争饗女と繰大会出場果たす講麟

　王0月18露〈金〉板倉時で行われた上越地区中学校駅伝競壷大会において、女子松之山A

チー一ムが3位、男子松之山Aチームが4位となり、U月7欝刈羽村で開催される県大会に

出場することになりました。活躍を期待しましょう。またこれより先、9月26繍に行われ

た郡の地区予選では、男女とも艦倒的な強さでアベック優勝を果たしました。
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た郡の地区予選では、男女とも艦倒的な強さでアベック優勝を果たしました。
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　9月！7欝（火〉．と越市営陸上競技場で行われ

た同大会では、雨交じりの天候のゆ好記録が

続鐵、中でも松之山中学校盤、徒の濡躍はめざ

ましく、女子は7種目・男子は3種霞で優勝を

果たしました。来年度への期待がふくらみます。
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30チームがたすきリレー

すばらしい秋購れの中、小学生からゆとりの部まで30チームが参撫して調催されました。今｛報ま小学生も金舜参

撫となり、例年に増してチー一ム名も顔ぶれも豊審。選墨は沿線の応援膨の声援を受けながら、チームのたすきを次々

とリレーしました。今灘は急きょ牧村から2チームのオープン参撫があり、初コースにとまどいながらも完定し、大

会を盛り上げていただきました。駅伝の後は30回目となる健康マラソンが行われ、親子・友入岡±など250名が参触し、

さわやかな汗を流しました。　　　　　　　／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　大会結果（3位濠で）．纏

竃位大工韓大スターマイン015モ154窟位カバジェ鶏2
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iやんになりました～っi．これからはお兄ちゃん
｛

　（幸宏）に負けないように、かりん（驚梨）のこと
至
i一窒懸命かわいがってやるんだ．
ぎ

i◇おうちでは大好きなキィティちゃんとお人形さん
き
1ごっこして遊ぶのが好き、でも天気の農い8はママ
き

1といっしょに融歩1こいくよ、あおいね、そこでくり
喜

こう　た

航太ちゃん（2歳〉

高醗塾騒翻奮懲

…◇舞磯はとって頓れ騨ことか鮒ました・…◇9肛穴鍵鰍華線諏2て・墨のお脚ちi
iそれはね、8月に妹ができて、あおいついにお鱗ち　iやんとおぱあちゃんの家に行き・アィズニ｝’オ　i

iやどんぐりや花やきれいな落ち葉をい～っぱい纂め　iなんだよ．でも単気さ、ぽくってパパに似て怒られ

1る礁これね・お1擦がんぱってるパパヘの鋤i強いから．

i糊こず麹肱
1【お母さんかう一誉】

1　萌るく素塵で、やさしい心を持った子に蕎ってほ
…
iしいです、，
…
1＿＿、呪＿＿＿＿＿＿＿　＿＿　　　　　　　　　＿＿＿＿附一一剛’一一～～一一一脚一榊一一帖一一一酬一一一一　　一脚　一｝脚脚醒（州厚納　榊帥跡”　“障糊”励㎜㎜’｛v∞～酬瀦州

三ン・アイスとサー一カスを観ました．でも爾方ともぽ

iくの後ろの鷹にいるお婦さんがずっご～く気になち　i

lやって、途中からは上の空でした．スヘヘー蒸　　1
奪◇ぽく攣く保薄園に行きたいな、だってお姉ちゃん　i

箪が趨かけるとけんか穏手がいなくなっちゃうんだも

　ん．往方ないからママが櫓手さ．だから叢近のママ　i

lの0癖はr雛太iちゃんと誉うこと闘きなさい勇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミi【お母さんから一書Σ　　　　　　　　　　　　　　　・

i　糠神的にも肉体的にも強も、子になってほしいで　l

iす、一厭騨備に嗜うことを濁かず乳ずi
“る毎8です、　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

ぎ∞∞　㎜∞∞∞∞∞∞㎜㈱∞∞脚心∞∞欄
灘繊灘鰹籔鱗蘇姫蔽琳み物お麟鋤窃劉旛凱
1知購始朧1ま42月288（よ）から蜘月58（8〉までの98間と酬ん長
　　期間となります．お休み中にご鶴分の薬がなくなってしまわないようご淫憲ください。特に
1博窪月278㈱ら42月58（木）の間ξこ、3。8分の薬をもらったま灘ると、1榊になく

　　なってし濠います、そうならないよう、僑2月208磧蕊でに忘れ蓼に淺文をしておいてください。

き

9

雛繊懸鐡籔簸講耀灘懸纏緩幾纏i診鎌i絃懲凶簗拶幻ます」

　雁2月から3月までの冬期間に眼り、盆曜8の診察聴

間を午後4暁までとさせていただきます。（“月いっ

ばいは午後5鋳葎でやっています）ご了承纐います。

翻緩纏欝鎌巻き潮鰐《ださの・

　平8診療8は、午後も箏8診察を受けられまず．お気

軽においでください。

　（登坂医跨毒は地の診療漸などへの出張診療には行っ

ていません。）

灘灘

アートギャラリーご覧になりましたか？
毎醸力作がそろってい蒙ずo

臨町長・勘役・教育長・各課長・議会議員が分握して出魔します。

集落名 月　臼 時　問 会　　　場

松之山 璽2月禰（露〉 午莇9鋳～ 松之由公会堂

兎　口 葉2月暇（段） 午後葉時30分～ 集落集会所

光　間 荏2月2臼（月〉 午後7時～ 〃

新　山 稔月3臼（火1 午後ア時～ ”

水　梨 肇2月4臼（水） 午後7時～ 〃

小　谷 璽2月5臼（木） 午後7時～
∫ノ

大荒戸 12月7臼（土〉 午後7時～
’ノ

下用手 稔月8臼（鋤 隼繭9時～ 〃

上絹手 蓬2月8臼（臼〉 午後唾時3G分～ μ

湯　由 璽2月9臼（月〉 午後7時～ ”

湯　本 嘩2月懸（β〉 午前9時～ 集落集会漸

天水越 嘩2月禰㈹ 午後肇時30分～
ノノ

天水島 珍月28（月〉 午後7蒔～
ノノ

藤　倉 12月3日（火〉 隼後7購～
’！

中　羅 嘩2月4臼（水〉 午後7時～ ”

東瀞下鰐池 屡2月5臼（本〉 午後7蒔～ 克雪センター

上鰐池 12月7臼（土〉 午後7時～ 集落集会駈

下葡li 傑2月8費（臼〉 ギ箭9時～ コミュニティーセンター

無　倉 等2月8段（段〉 午後塒30分～ 集落集会漸

藤　原 遷2月99（月〉 午後7時～ 〃

曽　根 嘩2月矯（8〉 午繭9時～ 集落集会所

新駐上之鐵 稔月細（鋤 午後塒30分～ 莞雪センター

湯の島 稔月2臼（月〉 午後7時～ 集落集会駈

中立出 12拷3費（火〉 午後7鋳～
ノ’

鐙麦立 壌2月4日（水〉 隼後7時～
’！

角池・坂中 12月5段（木〉 午後7時～ 坂中集会勝

豊　鎖 蓬2月縮（土〉 午後7躊～ 纂落集会駈

北浦閏 葉2月8段（8〉 午莇9時～ 〃

灘之前 12月8費（β） 午後塒30分～
’ノ

市
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今
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都
合
で
自
分
の
集
落
に
串
ら
れ
な
い
場
合
は
、
絶
の
会
場
で
も
結
構
で
す
の
で
ぜ
ひ
お
集
ま
り
下
さ
い
。

灘麟麟癖愚懸磯鱒磯磯舞嬢齢藤輪繍麟鵬穣鱗麟麹籍麟藤魯動盤瀞麟織麟麟趨麟藤愚働蘇爵磁縷醗醗曝韓轡鍛懸磯曝轡蘇鰹麟磯鵜魯鱒

　この懇談会では年内の任慧協議会設立に内けて、設立

準備会の立ち上げを正式に決定しました。当画は設立準

備会事務掲を中襲本戯こ設罎し、王王月から各毒町村1名づ

つの患向職員で事務体翻づくりを図ることになりました。

　先月弩でお知らせしましたが、任意協議会とは合併が

予想される市時村岡士がよ、り自由な立場で調糞研究を行

い、事麟調奮に時問を要する諜題や問題点を整理・検討す

る会のことです。

醸
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湯の島 稔月2臼（月〉 午後7時～ 集落集会駈

中立出 12拷3費（火〉 午後7鋳～
ノ’
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’！

角池・坂中 12月5段（木〉 午後7時～ 坂中集会勝
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’ノ
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落
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催
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の
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な
さ
ん
へ
の
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と
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会
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の
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の
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し
ま
す
。
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数
の
皆
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、
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と
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身
の
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て
、
今
後
松
之
鶏
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を
「
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る
」
「
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の
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な
意
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を
述
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て
い
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だ
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く
ご
案
内
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し
ま
す
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都
合
で
自
分
の
集
落
に
串
ら
れ
な
い
場
合
は
、
絶
の
会
場
で
も
結
構
で
す
の
で
ぜ
ひ
お
集
ま
り
下
さ
い
。
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　この懇談会では年内の任慧協議会設立に内けて、設立

準備会の立ち上げを正式に決定しました。当画は設立準

備会事務掲を中襲本戯こ設罎し、王王月から各毒町村1名づ

つの患向職員で事務体翻づくりを図ることになりました。

　先月弩でお知らせしましたが、任意協議会とは合併が

予想される市時村岡士がよ、り自由な立場で調糞研究を行

い、事麟調奮に時問を要する諜題や問題点を整理・検討す

る会のことです。
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馳i講譲お糠露国寄欝

螂僻覇翻
　　灘

雛鰯．

　ヂ管領塚の由来」を講頼ずる神田愛由締躍

10／25500年の時を越え、

圃　r管領塚物語」が講談として蘇る

これは町の史跡縮跡を溝える役場職貴猷甕砺修グループが、管領塚物

藷を講談に託して語り継ごうと企顧したもので、講験鎌2代翻神磁愛由

師騰が貌ら書き上げ、ご灘地で初公醗するという家たとない機会となり

ました。会場は管領塚にほど近い天水騰集会漸に設営され、広い会議室は

MO人余りの観審で趨溝翼になりました。どなたも戦麟下寛．k隣代の厳

しさ・はかなさに思いを馳せたことでしょう．緬獲は2談欝として譲麟ヂ松

由鏡」の講談も構懇中ということで、完成が待ち望まれます。 ひまわり（火廻り）のマスコット

紛紹浦田小学校に防火
㈱妻ランドセルカバー贈呈

町消防瀟・松之山分遣醗では火災予防の警発纂業

の一翼として、町内の小学生に防火ランドセルカバ

ーを贈りました。浦田小学校ではこの鷺避難翻練も

行われ、幾の中から逃げる方法や酒紡・救急灘の試乗

と震膝の放承まで体験し、気分はすっかり清防士の

搬でした。

馨

難　
罐

灘
饗

蛭顎塚舞語を駿う蕎髭亀叢懸さん催套）と篶纏イセさ屈墾融1　　籔領塚鞍1語を舞う紹沢注i箋子さん（もりや｝

繊20第1分団水梨班に
鱒潅小型消防ポンプ配置

繕員の減少や職場の撚散により、喬纂の隠少入数でも扱える

軽羅小型承ンブの醐置要望が増えています．水梨班にも永奪の

要望が叶い、今年度酎置されることになりました。箆た欝以上

の嵩性能に感心しながらも、本番には使驚したくないと言うの

が試運転をした鑓最の…致した意箆でした。

紛熔oモ～けっこう！

臓。譲牛もふるえながら下牧

今年一番の寒波到薬で、大議寺議漂はちょっと翠い霧景毯となり豪した。

春から牧場でのびのびと子育てをしてきた体たちにも下牧繕農家に漢

ること）の季簾となりましたが、鰹奪この聴期紅雲が降るのは藏多にない

ことで、さすがの隼たちもブルブル、ガタガタふるえていました。今爺牧

場を利矯した！麹ま延べ30頭で、ここで生まれた仔塵は2頭でした。3月

に生まれてここで夏を遍ごした樫峯は300k琶繭後に成長しています。 灘

き

…

i紛隅大厳寺商原でキノコ講習会
1　纈¢繊
…

　今年2回目の講習会には、県内外から80名が参撫しました。

　おもいおもいの場籏から採取してきたキノコは200種あまり。

1　所狭しと広げられたきのこの山を、松之山のギノコ博士滝沢博

　（松之出・猫沢）さんが瞬瞬に見分けていきます。ほとんどが食

i　駕にならなかったグルーブもあり、皆さん種類の豊蜜さに感心
ミ

1　していました。
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㈱灘　が街灯寄贈　　　　　　　i

岡袖では管内各欝町村に蘇葎街灯を審贈してい

　　　　　　　　　　　　ぎます．このたび当匿丁には9灯をいただけることに　1

なりました。この街灯は皆様おなじみの集落内の　i

　　　　　　　　　　　　モ防犯硝街灯として、夜闘の安全のため活躍するこ　i

　　　　　　　　　　　　うとになります。　　　　　　　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　…
　　　　　　　　　　　　き

中条営業筋長より購長に渡されました
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繕員の減少や職場の撚散により、喬纂の隠少入数でも扱える

軽羅小型承ンブの醐置要望が増えています．水梨班にも永奪の

要望が叶い、今年度酎置されることになりました。箆た欝以上

の嵩性能に感心しながらも、本番には使驚したくないと言うの

が試運転をした鑓最の…致した意箆でした。
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今年一番の寒波到薬で、大議寺議漂はちょっと翠い霧景毯となり豪した。

春から牧場でのびのびと子育てをしてきた体たちにも下牧繕農家に漢

ること）の季簾となりましたが、鰹奪この聴期紅雲が降るのは藏多にない

ことで、さすがの隼たちもブルブル、ガタガタふるえていました。今爺牧

場を利矯した！麹ま延べ30頭で、ここで生まれた仔塵は2頭でした。3月

に生まれてここで夏を遍ごした樫峯は300k琶繭後に成長しています。 灘

き
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i紛隅大厳寺商原でキノコ講習会
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　今年2回目の講習会には、県内外から80名が参撫しました。

　おもいおもいの場籏から採取してきたキノコは200種あまり。

1　所狭しと広げられたきのこの山を、松之山のギノコ博士滝沢博

　（松之出・猫沢）さんが瞬瞬に見分けていきます。ほとんどが食

i　駕にならなかったグルーブもあり、皆さん種類の豊蜜さに感心
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　　　　　　が支給されます。3ヶ年で高等学校卒業資格が取得できます。
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公
演
の
お
知
ら
せ

　
繊
滋
譲
鍼
蒙
峯
慈
麟
叢
購
灘
織

簿
礒
漢
難
．
叢
磯
雛
癒
嬢
織
維
燃
霞
．
．

欝
鞭
糠
輪
撚
鑛
鐵
叢
繕
織
簸
撫
獲
雛

懸
灘
懇
騰
欝
霧
灘
繋
灘
欝
繋
鐙
騰

麹
鍛
磯
．

籍
縷
鑛

雛
欝
議

獣
魏
薄
鑛
爆
猟
雛
聯

　
　
　
難
磯
麗
灘
購
綴
・

嚢
灘
灘
総
繋
灘
、
．

　
　
　
墾
鐵
雛
購
謬

雛
灘
雛
難
、
．

＄
鑑
峯
馨
鱗
幾
鐵
難
織

鐵
嬢
釜
癒
．
蟻
醸
麟
翻
霧

霧
薦
慧
霧
難
奪
霞
㎜

醗
灘
　
翁
．
麟
穣
藪
縫
．

雛
鰺
麟
鐵
霧
難

鑛
灘
灘
難
繊
獺

懸
麟
馨
藝
萎
懸
馨
馨
ー
欝
欝
攣
磁

叢
鑛
欝
毅
灘
越
鐵
織

懸
癬
馨
難
難
簸
馨
轟
箋
籔
叢
懸
鐵

72

ぎ
、

　
エ
レ
ベ
…
タ
…
工
事
と
内
部

改
装
工
事
の
為
、
覆
い
闘
皆
様

に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
き
ま

し
た
が
、
先
般
工
事
が
完
了
し

濠
し
た
。
農
業
祭
・
葵
術
展
な
ど

で
ず
で
に
ご
覧
い
た
だ
い
た
方

も
多
い
こ
と
と
愚
い
ま
す
．
優

利
に
な
つ
た
体
養
穂
セ
ン
タ
！

を
こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
ご
活

爾
く
だ
さ
い
、

灘

玄麗ホール・事霧塞～カーペットが敷かれました

融
．

妻黙磁

灘撫

麟灘騰難灘灘難難灘灘嚢鐡i舞灘”灘職．，徽．

2踏木一ル・大会議塞～カー。ペットが敷かれました

現休養轡センターに新たに増築さ為たエレベー
ター・葬欝躇段棟。是腰の悪い方、車いすをご利

罵の方でも安心してご潮爾いただけるようにな
りました。エレベータ棟の2鰺・3磯には輩いすで痩絹できるトイレができ蓋した

畷
聖

　　　　人権イメージキやラクター

ド人Kε辮濠もる毯・人Kε彊あゆみちゃん」

　法務周ではヂこども人権難0番」として、子僕たちからの悩みや相談に応じる

鯛度を設けています．また県内各地には…般家庭に委嘱した「子供の人権専門員」

がおり、そこでも相談に応じることができます。秘密は闘く守られます。一・人で

樋まないでまず相談を。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　月曜段～金曜臼：午繭9購～年後罎蒔

　　　　　　　　　　　　　　　　　　新潟地方法務局内1子どもの入権i10番へ

ア
イ
ス
ス
ケ
茎
ト
で

p
足
な
ら
し

p
p
、
欝
ー
灘
鐙
灘
鐵
鍛
灘
雛
趨
鑛
灘

、
、
雛
灘
灘
難
韮
雛
搬
難
灘
義
翼
凝
難

茎
繊
豫
騒
叢
欝
鍵
灘
麹
購
，
繋
難
構
鹸

叢
罐
灘
雛
饗
覆
鍵
懸
麟
穫
懸
講
懸
『

嬢
穂
穫
灘
灘
簸
．

◎
欝
叢
難
懸
…

　
灘
緯
灘
緩
譲
麹
縫
套
鎚
購

　
・
蕪
　
・
．
濾
欝
織
驚
懸
鯵

◎
撚
蕪
鍵
・
．

　
灘
灘
纏
纈
．
灘
鰻
懸
纏
欝
醗
難
懸

　
嫁
蒸
醗
麟
溝
獲
灘

藤
澱
麟
織
簿
叢
懸
露

　
鱒
肇
欝
灘
灘
鐸
灘
懇
灘
越

　
懸
奪
蕩
器
…
羅
嬉
霧
羅
馨
峯
馨
警

県
立
博
物
館
関
係

施
設
の
お
得
な
情
報

　
灘
欝
・
緩
欝
縫
聡
難
灘
鑛
縣
謙
灘

顯
鐵
鍍
欝
懸
灘
懸
諜
灘
灘
翻
綴
礎

灘
馨
叢
難
．
懸
瀧
聡
鐡
溝
藤
籔
総
蓮

礁雛
懇
鶏
・
犠
穣
撚
無
総
懸
懇
餐
施
畿

　
漿
嚢
灘
縦
美
徳
簸
撚
養
岡
叢
欝
鰻
脳

　
簸
＠
盤
藩
霧
き
．
潟
＄
ー
霧
叢
態
義

　
藻
鍵
歴
鍵
濾
鱗
館
蝋
獲
岡
霧
鰻
癒
》

　
獄
、
＠
譲
懸
＄
霧
嚢
塗
…
奪
窪
欝
＠

、
嬢
鑓
糖
鰯
騒
騰
講
灘
擬
叢
灘
聯

　
饗
趨
建
懸
藪
ー
綿
簸
難
溺
鍍
§
懸

口
騰
繕
懇
爾
鰯
叢
穣
騰
翻
饗
駁
き

豫
灘
獲
施
叢

　
擬
嚢
欝
然
難
難
驚
織
嚢
潟
叢
簾
灘
）

　
搬
＠
馨
籔
ー
窯
麟
器
ー
霧
糞
蒙
鑑

　
叢
燈
穆
騰
癒
総
灘
＄
簗
穣
溺
聯

口
盤
耀
霞
撚
無
辮
叢
麟
癒
施
穀
・

　
鍵
越
簸
謙
驚
黙
灘
越
欝
灘
瀾
瀟
聯
．

　
簸
㊤
驚
藩
ー
§
蓬
簸
…
盆
塗
馨
婁

ア3



1
創
㊤
①
1

魁幾認㌦．却『
鷹
麟
　
ず
　
　
　
　
　 潟

灘

蹴蹴wwΨΨ・騨繁麟飛ぜ
　　　　翻簸

1（ロ〉 16㈲譲
2㈱ 17㈹
3㈹ 竺け花教塞

乳児健診（保健センター〉 18（が◇ 議会定例会
工アロビクス

4㈱識
　エア鶯ビクス
護． 松之鐵小マーチング移杖式 19㈲

議会定例会
ほのぼの教甕

5（蔚 ほのぼの教室 20（斜 小・中学校終業式

6（斜 21dゆ
7㈹ 22（縫〉凝 子供体験交流事業く山留）～27iヨまで

8（段） 23㈲
9㈱ 24㈹

松之山分校終業式

社交ダンス

10㈹1媛妻社交ダンス
熟

25（掬 エアロビクス

11㈱
健康檀談霞（診療漸M5：30～簾7：00
ニコニコ教塞（休養村センター〉　エアロビクス 26㈲ ほのぼの教窒

12㈱ ほのぼの教蜜 27㈹ 役駈御絹納め

13㈹ 28Gゆ緩
役場闘係・松之由診療所

　　瞬5βまで閉庁・休診

14dゆ
チヤレンジ湯鳥（料理〉

子供斌場（公民館闘放〉
29（日〉

15（旧〉 松之山診療漸休臼当番獲 30㈱

』　　P　軋『　　一　P 侶恥脳概蜘・懸　池鍛麟飯ひ瀞

31㈹
羅藻霞灘照錨磯嚢鞭構意欝輪鱒灘繊

大晦露

鞍鱗顯欝購灘灘繍灘難灘毒葦譲灘蓄灘灘灘響　　　購萎欝鐵
　　賜覇

　　　　艸　　　』納　　　－w　　　い　　w■　　騨　洲
帥甲

　　　　　臼醒　　　　　帥　■w　　　　糖　　v　　　炉　　いー　　剖　　』い　　い　r　Wr　吊w　　　　　　　』　嚇　　　　　　　納　　　　　　嚇　　　　　　酔r　　　　　　嚇　　　　　㌔“　　　　　噺　　　　阿』　　　　w，　　帥　　納　』　w■

き畷　　　　　　　玉（）月26・27籔と経葉を髭るだ　　るのも楽魏券にして輪まず。　　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　　　　　　團調惣講っ燃ま凝．躰　 松鋤闇謎繍晦繧葉があるそう観るのをi
　　　　　　建薬る賄癒15経葉懲見建得護＆書　　楽膨みにt鎌簿蝶膨懸が・誘懇雄嫡まっで麟る辮　　i

　　　　　　撫錨建識　　　　　　　輔膿襲麟簾熱ま巌i
懇鞠蕊愚繁麟懸2驚熱蟻謙　　　　　　　　　　　　　懸嚢糠瀬鞍薙が・私撰拳は一　i

叢懸滋・懸慧懸癬測黙舗き　　　　　　　　　　　週闘が難週闇遅がつ灘が難瞬能　i

織濾輝葉が翻ま翻、鍮講　　　　　　　　繋継諏から松鋤の隷…
儲輔継瀧鋤・凝誘．蜜　　　　　　　が獄漁1畿わってゆくの観i
獄灘銚講の騨麟騰　　　　　　　る繍燦講講灘醐灘i
瀦姻鞠泌瞭徽繍　　　　　　　松鋤●強顔韓簾葉観i
鶴解繊窮艦棚翻鋤　　　　　　 湿と鰻総縦灘騨変i
講が、翻が麟蕊灘購　　　　　　　繍謎に関必があ翻輪の
窯纏関メ藤が懸が拶驚饗誘。癒懸穣灘匿薬蒸がら私　　影響欝、私も感必があるようにな鐙まも1驚。帰國

耀騨変泌灘醐艇麟欝1護納講匪後ア測燦雛難慰ご鍵齢濾瞭i
滝．維葉槻に鍬のも花織講くのも灘滋驚す・　　　　　　　　　　i

14

【
紙
精
土
教
室
】

▼
期
臼

▼
時
闘

▼
場
所

▼
講
騨

難
月
賂
臼
（
土
）

午
後
7
時
も
9
時

休
養
紺
セ
ン
タ
ー

磁
中
英
子
様

多亀
容
6
－
2
2
6
5

▼
場
漸
　
休
養
麓
セ
ン
タ
…

▼
参
撫
費
材
料
費
を
い
た
だ
き
ま
す
．

▼
持
ち
物
　
裁
縫
爆
興

▼
講
舗
　
浜
翅
せ
つ
様
（
長
岡
市
）

に
よ
る
、
郡
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
決
定
戦

で
す
。
今
年
は
松
代
町
で
闘
催
さ
れ
ま
す
。

【
う
た
ご
え
サ
警
ク
ル
｝

▼
期
田
　
難
月
雛
臼
（
木
）

▼
蒔
闘
午
後
7
時
～
8
時

▼
場
斯
　
休
養
村
セ
ン
タ
ー

▼
講
舗
　
中
鵬
先
薫
（
松
中
）

【
ベ
ッ
ギ
韮
の
料
理
教
塞
】

　
ベ
ッ
キ
ー
さ
ん
の
得
慧
な
料
理
、
タ

コ
ス
作
り
に
挑
戦
。
会
食
し
な
が
ら
楽

し
い
お
謡
も
．

▼
期
β
　
U
月
29
段
（
金
〉

▼
時
闘
　
午
後
7
時
～
9
縛

▼
場
斯
　
休
養
村
セ
ン
タ
茎

▼
参
繍
費
　
5
0
0
溝

【
パ
ツ
チ
ワ
竃
ク
】

　
霜
の
ア
ー
ト
「
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
』
に

挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
期
貨
　
U
月
3
0
臼
（
土
）

　
　
　
　
鷲
月
－
臼
（
旦

▼
時
間
　
午
前
！
0
購
～
午
後
3
時

（
都
合
の
喪
い
時
総
に
お
患
で
く
だ
さ
い
。
）

郡
ソ
フ
墾

バ
鮎
ー
翠
ー
燕
大
会

　だ

れ
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
、
仲
問
で
チ
ー

ム
を
作
っ
て
参
撫
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
期
日

▼
時
間

▼
場
勝

鷲
月
2
3
揖
（
血
）

午
箭
9
時
～
峯
後
2
時
30
分

安
塚
β
＆
G
セ
ン
タ
ー

及
び
安
塚
小
体
欝
館

▼
競
技
方
法

☆
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
く
東
頚
ル
ー
ル
）

☆
女
性
の
部
（
全
圏
ル
ー
ル
）

☆
男
女
混
含
の
部
ハ
4
0
歳
以
上
の
部
）

☆
男
女
混
禽
の
部
（
球
齢
麟
限
な
し
）

▼
資
格
郡
内
緩
住
で
ー
チ
ー
ム
8
省

　
　
　
　
以
内

郡
内
の
男
子
バ
レ
ー
ポ
…
ル
愛
好
麿

▼
期
日

▼
塒
闘

▼
場
漸

▼
資
格

▼
参
繍
費

▼
串
込
み

大
会
事
務
局

倣
2
…
2
3
0
1

慧
月
2
4
欝
（
旦

午
賄
8
時
3
0
分
も

松
代
町
跳
体
費
館

郡
内
窩
校
生
以
上
の

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
愛
好
轡

　
ー
チ
ー
ム
3
、
0
0
0
稗

　
難
月
焉
沼
く
金
）
ま
で
に

　
　
（
松
代
町
公
残
館
）
へ

　
n
月
2
5
揖
（
月
）
を
も
ち
ま
し
て
、

民
婚
資
料
館
を
冬
期
醗
館
し
ま
す
。
来

年
度
も
さ
ま
ざ
ま
な
企
爾
を
罵
慧
し
て

皆
さ
ん
の
ご
來
館
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
．予

ヤ
継
ン
ジ
湯
罵
ク
予
ブ

【
ス
ケ
肇
ト
教
室
】

　
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
菰
越
・
ア
イ
ス

ア
リ
ー
ナ
に
出
か
け
て
、
ス
ケ
ー
ト
を

楽
し
み
ま
す
。
ぜ
ひ
親
子
で
ご
参
撫
く

だ
さ
い
。

▼
期
β
　
n
月
”
銭
（
総
）

▼
時
闘
　
午
後
鎗
時
3
0
分
㌻
年
後
5
時

▼
会
場
　
り
ー
ジ
ョ
ン
上
越

▼
案
合
場
筋
　
休
養
村
セ
ン
タ
…

＊
往
復
黛
切
バ
ス
を
瀦
矯

▼
参
茄
費
　
滑
定
料
・
貸
靴
料
の
み
負
撞

【
料
理
で
國
際
交
流
】

　
レ
ベ
ッ
カ
さ
ん
の
麟
、
ア
メ
リ
カ
の

料
理
を
作
っ
た
り
、
ア
メ
リ
カ
の
こ
と

を
学
ん
だ
り
、
楽
し
い
時
賜
を
遍
ご
し

厳
せ
ん
か
．

▼
期
臼
　
鴛
月
懲
鷺
（
土
）

▼
時
闇
　
午
醗
沁
時
～
捻
時

▼
会
場
　
休
養
村
セ
ン
タ
…

＊
そ
の
飽
詳
し
い
こ
と
は
学
校
を
通
じ

　
て
子
ど
も
た
ち
に
お
簿
ら
せ
し
ま
す
。

　
今
回
は
市
町
村
合
轡
を
テ
…
マ
に
学

習
会
を
行
い
ま
す
。

▼
期
目

▼
時
間

▼
会
場

▼
講
舗

U
月
篇
鷺
〈
月
〉

午
後
7
時
～

休
養
糎
セ
ン
タ
峯

商
橋
彦
芳
栄
村
長

　
捻
月
の
ニ
コ
ニ
コ
教
整
は
サ
ン
タ
さ

ん
が
や
っ
て
く
る
楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス

大
会
で
す
。

▼
期
β
　
捻
月
難
藏
（
水
）

▼
時
闘
午
離
9
時
も

▼
場
解
　
休
養
村
セ
ン
タ
ー

　
臨
碁
愛
好
家
の
み
な
さ
ん
、
郡
大
会

で
腕
試
し
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
期
鷺
　
U
月
2
3
鋸
〈
出
〉

▼
時
闘
　
午
鹸
8
時
3
0
分
～
午
後
4
時

▼
場
断
　
牧
材
公
民
館

▼
参
撫
費
王
、
6
0
0
円

▼
購
込
み
慧
月
焉
臼
（
金
〉
ま
で
に
振

　
興
繰
南
雲
購
炎
（
囲
碁
縄
好
会
）
へ
、

　
本
格
的
な
ス
キ
…
シ
…
ズ
ン
を
離

に
，
毎
年
糊
催
し
て
お
り
ま
す
ス
キ
ー

ワ
ッ
ク
ス
講
習
会
を
行
い
蒙
す
、

▼
期
R
　
U
月
2
9
顯
（
金
）

＊
時
間
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
後
鷺
、
関

　
係
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
い
た
し
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蹴蹴wwΨΨ・騨繁麟飛ぜ
　　　　翻簸

1（ロ〉 16㈲譲
2㈱ 17㈹
3㈹ 竺け花教塞

乳児健診（保健センター〉 18（が◇ 議会定例会
工アロビクス

4㈱識
　エア鶯ビクス
護． 松之鐵小マーチング移杖式 19㈲

議会定例会
ほのぼの教甕

5（蔚 ほのぼの教室 20（斜 小・中学校終業式

6（斜 21dゆ
7㈹ 22（縫〉凝 子供体験交流事業く山留）～27iヨまで

8（段） 23㈲
9㈱ 24㈹

松之山分校終業式

社交ダンス

10㈹1媛妻社交ダンス
熟

25（掬 エアロビクス

11㈱
健康檀談霞（診療漸M5：30～簾7：00
ニコニコ教塞（休養村センター〉　エアロビクス 26㈲ ほのぼの教窒

12㈱ ほのぼの教蜜 27㈹ 役駈御絹納め

13㈹ 28Gゆ緩
役場闘係・松之由診療所

　　瞬5βまで閉庁・休診

14dゆ
チヤレンジ湯鳥（料理〉

子供斌場（公民館闘放〉
29（日〉

15（旧〉 松之山診療漸休臼当番獲 30㈱

』　　P　軋『　　一　P 侶恥脳概蜘・懸　池鍛麟飯ひ瀞

31㈹
羅藻霞灘照錨磯嚢鞭構意欝輪鱒灘繊

大晦露

鞍鱗顯欝購灘灘繍灘難灘毒葦譲灘蓄灘灘灘響　　　購萎欝鐵
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帥甲
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耀騨変泌灘醐艇麟欝1護納講匪後ア測燦雛難慰ご鍵齢濾瞭i
滝．維葉槻に鍬のも花織講くのも灘滋驚す・　　　　　　　　　　i
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．
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縫
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岡
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催
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～
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時

▼
場
斯
　
休
養
村
セ
ン
タ
ー

▼
講
舗
　
中
鵬
先
薫
（
松
中
）

【
ベ
ッ
ギ
韮
の
料
理
教
塞
】

　
ベ
ッ
キ
ー
さ
ん
の
得
慧
な
料
理
、
タ

コ
ス
作
り
に
挑
戦
。
会
食
し
な
が
ら
楽

し
い
お
謡
も
．

▼
期
β
　
U
月
29
段
（
金
〉

▼
時
闘
　
午
後
7
時
～
9
縛

▼
場
斯
　
休
養
村
セ
ン
タ
茎

▼
参
繍
費
　
5
0
0
溝

【
パ
ツ
チ
ワ
竃
ク
】

　
霜
の
ア
ー
ト
「
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
』
に

挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
期
貨
　
U
月
3
0
臼
（
土
）

　
　
　
　
鷲
月
－
臼
（
旦

▼
時
間
　
午
前
！
0
購
～
午
後
3
時

（
都
合
の
喪
い
時
総
に
お
患
で
く
だ
さ
い
。
）

郡
ソ
フ
墾

バ
鮎
ー
翠
ー
燕
大
会

　だ

れ
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
、
仲
問
で
チ
ー

ム
を
作
っ
て
参
撫
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
期
日

▼
時
間

▼
場
勝

鷲
月
2
3
揖
（
血
）

午
箭
9
時
～
峯
後
2
時
30
分

安
塚
β
＆
G
セ
ン
タ
ー

及
び
安
塚
小
体
欝
館

▼
競
技
方
法

☆
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
く
東
頚
ル
ー
ル
）

☆
女
性
の
部
（
全
圏
ル
ー
ル
）

☆
男
女
混
含
の
部
ハ
4
0
歳
以
上
の
部
）

☆
男
女
混
禽
の
部
（
球
齢
麟
限
な
し
）

▼
資
格
郡
内
緩
住
で
ー
チ
ー
ム
8
省

　
　
　
　
以
内

郡
内
の
男
子
バ
レ
ー
ポ
…
ル
愛
好
麿

▼
期
日

▼
塒
闘

▼
場
漸

▼
資
格

▼
参
繍
費

▼
串
込
み

大
会
事
務
局

倣
2
…
2
3
0
1

慧
月
2
4
欝
（
旦

午
賄
8
時
3
0
分
も

松
代
町
跳
体
費
館

郡
内
窩
校
生
以
上
の

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
愛
好
轡

　
ー
チ
ー
ム
3
、
0
0
0
稗

　
難
月
焉
沼
く
金
）
ま
で
に

　
　
（
松
代
町
公
残
館
）
へ

　
n
月
2
5
揖
（
月
）
を
も
ち
ま
し
て
、

民
婚
資
料
館
を
冬
期
醗
館
し
ま
す
。
来

年
度
も
さ
ま
ざ
ま
な
企
爾
を
罵
慧
し
て

皆
さ
ん
の
ご
來
館
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
．予

ヤ
継
ン
ジ
湯
罵
ク
予
ブ

【
ス
ケ
肇
ト
教
室
】

　
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
菰
越
・
ア
イ
ス

ア
リ
ー
ナ
に
出
か
け
て
、
ス
ケ
ー
ト
を

楽
し
み
ま
す
。
ぜ
ひ
親
子
で
ご
参
撫
く

だ
さ
い
。

▼
期
β
　
n
月
”
銭
（
総
）

▼
時
闘
　
午
後
鎗
時
3
0
分
㌻
年
後
5
時

▼
会
場
　
り
ー
ジ
ョ
ン
上
越

▼
案
合
場
筋
　
休
養
村
セ
ン
タ
…

＊
往
復
黛
切
バ
ス
を
瀦
矯

▼
参
茄
費
　
滑
定
料
・
貸
靴
料
の
み
負
撞

【
料
理
で
國
際
交
流
】

　
レ
ベ
ッ
カ
さ
ん
の
麟
、
ア
メ
リ
カ
の

料
理
を
作
っ
た
り
、
ア
メ
リ
カ
の
こ
と

を
学
ん
だ
り
、
楽
し
い
時
賜
を
遍
ご
し

厳
せ
ん
か
．

▼
期
臼
　
鴛
月
懲
鷺
（
土
）

▼
時
闇
　
午
醗
沁
時
～
捻
時

▼
会
場
　
休
養
村
セ
ン
タ
…

＊
そ
の
飽
詳
し
い
こ
と
は
学
校
を
通
じ

　
て
子
ど
も
た
ち
に
お
簿
ら
せ
し
ま
す
。

　
今
回
は
市
町
村
合
轡
を
テ
…
マ
に
学

習
会
を
行
い
ま
す
。

▼
期
目

▼
時
間

▼
会
場

▼
講
舗

U
月
篇
鷺
〈
月
〉

午
後
7
時
～

休
養
糎
セ
ン
タ
峯

商
橋
彦
芳
栄
村
長

　
捻
月
の
ニ
コ
ニ
コ
教
整
は
サ
ン
タ
さ

ん
が
や
っ
て
く
る
楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス

大
会
で
す
。

▼
期
β
　
捻
月
難
藏
（
水
）

▼
時
闘
午
離
9
時
も

▼
場
解
　
休
養
村
セ
ン
タ
ー

　
臨
碁
愛
好
家
の
み
な
さ
ん
、
郡
大
会

で
腕
試
し
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
期
鷺
　
U
月
2
3
鋸
〈
出
〉

▼
時
闘
　
午
鹸
8
時
3
0
分
～
午
後
4
時

▼
場
断
　
牧
材
公
民
館

▼
参
撫
費
王
、
6
0
0
円

▼
購
込
み
慧
月
焉
臼
（
金
〉
ま
で
に
振

　
興
繰
南
雲
購
炎
（
囲
碁
縄
好
会
）
へ
、

　
本
格
的
な
ス
キ
…
シ
…
ズ
ン
を
離

に
，
毎
年
糊
催
し
て
お
り
ま
す
ス
キ
ー

ワ
ッ
ク
ス
講
習
会
を
行
い
蒙
す
、

▼
期
R
　
U
月
2
9
顯
（
金
）

＊
時
間
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
後
鷺
、
関

　
係
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

　
す
、

讐
叢
葦
豊
峯
｛
馨
導
…
豊
峯
妾
　
　
　
摯
手
美
，
ち
導
量
曼
峯
｛
圭
婁
書
ー
等
葦
壽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　，■阿輔ゴ呪鴨

　　　　藷駿藷醸灘麟錘罵燃、．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　一
　　毎月第2土曜iヨを子どもたちのための遊びの

　広鵬として休養秘センターを開放しています。

　ちょっとのぞいてみてください、

　　　　　　　　　　　　　　　　ハひハの　　いぐぱゆ
ゆ期鷺／王2胆8（土）　轟潮
1欄／欄9麟後4時、鞍、灘、
iレ会場／休養赫センター

…
～w．、｝．臼醒

15

鱗
蜜
べ
鴛
⑳
灘
灘
轡
雌
⑳
健
轡
齢
懸
蹴
叢
犠
瀬
欝
　
鑑
㎞
　
　
5
”
月
は
全
国
青
少
隼
健
全
青
成
強
調
月
閣
で
す
シ



広

轡

蜜欝磯おっプく不動礒
　　松之寅温泉に名所が憲たひとつ…一・P重0

緩欝弩の繍灘》

罫羅嬢雛灘農灘舞灘欝凄
　～13年度聴の禽辮状混を報露します～鰹P2～5

ヂ欝灘灘爆憲欝愈濃
　～この冬の除雲議懸について～　撫P6

繍羅露愈欝繋毒灘
　～奮併に翻する簸紙嫡報～　鋳P8

犠欝繋鱒搬難爵鱗灘
　～毒町村含磁を考える講演会醐催～　夢PU

罫繊欝鱗λ辮薄簸諺
　～新年度保欝斯入駈園兇を葬集しています～　撫P穏

　　　　　　　　一欝難燕雛・、、灘

　　　　　≧ねはいっ総・何？

　　　「輸」をテーマ控松高生が目指したものとは一一円0

織
　雛

灘
欝
　
　
　
讐

　
　
　
　
　
驚

　
　
　
　
　
　
　
灘

醜
曳
唾
磁
＼
、
瀕
渓
ミ
鵜
ミ
遡
恥
恥
撫
楓
唾

唄
壌
箏
竃
題
藩
漉
海
職
糞
幾
漣
赫
建
鞠
》
晦
麟
羅
珪
図
婚
藁
婚
醇
謬
も
譲
密
も
象
題
迦
》
X
も
畿
遷
窃
，
穣
巌

瀬
識
＼
、
蓮
再
熱
零
漆
蕊
塗
．
蟄
贈

おめでた（出生）
キノおう

柊佑ちゃん　　蕎橋真世・邦子さん

　　　　　　　　　天水島（山根〉

　＊美0月細から王0月30蹟までの麗患分です。

　＊広報に載せてほしくない方は、掻串の時

　に窓1コにお謡ください。

四＠蓬漁『

　　　　io月3i獲現控
総人口

　男
　女
鍵帯数

3，沁8入（＋三〉

工，509人（＋3）

王，599人（一2〉

1，io5戸（＋！〉

（）内は離月との比較

町民憲章　昭穐，、隼ア月罐

わたしたちは松之出町浅です。郷圭：を愛し、

みんなでよりよい簿づくりをしよう。

町渓の倉誘葉

　　1、美しい緑と蜜の中で
　　　　　　　心豊かな人になろう
　　1、ブナの梢が触れ合うように

　　　　　　　連体の心をもとう
　　王、湧きいづる湯泉のように

　　　　　　　餓造のカを轟めよう

温泉定傭日

温劇2ン9一ξ翠の湯

”臼 24・28

一
　
f
5

32目 f2・26
　　　、燃鰍蝦蝦鞭　贈．欝醐

霊2縁2日より1
冬繍閉鎖

臼本の植物蛋態を脅かすセイタカアワダチソウ

　　（湧手地内で撮影・闘遽記事R5〉

輸＠融輸》卜⑨暑
　　　　　　　　　　　　　松建｛お保拶駈　うさ護纏

疲鰻

鞠鱒藪

ゆうだし、（弟〉ごぽ（がな塀ご游れこ

し、る（じこ≧ろちガきました。

　　　　　〆
　彊駄職繍誕

おのづかゆきのさん
　（潟出・ヤマキヤ）

おのづかたいがくん

　（藤禽・豊則）

鎚磯ノ麟栖

ll篠鮎’

εやガ㌔ぢゃれ亡1わたし亡1あやちゃれガ

なわごびちしこひるご2ろ。
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